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国際交流基金 (JF) 助成事業 
特集：第 26 回中央アジア日本語弁論大会 

�

◆2023 年 5⽉ 20⽇(⼟)、 国⽴⼤学

会場 本年度国際交流基⾦（JF)助

成事業 「第 26回中央 ⽇本語弁論⼤

会」 開催 。 

◆ 、 、 、

、 中央 五

国 合 １８名 出場 。�

（詳細 次 ）�

◆在 共和国⽇本国⼤使館、国際協⼒機構
（JICA） 共和国事務所、 ・⽇本

協議会、 共和国⽇本⼈会、株式会社

、 共和国⽇本⼈材開発
、NH�Tabi�Company、 国⽴⼤学

⽀援 協⼒ 感謝申 上 。�

🌷� � �🌷� � � 🌷� � � 🌷� � � 🌷� � � 🌷�
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�

第 26 回中央アジア日本語弁論大会実施報告 
 
 

◆「第26回中央 ⽇本語弁論⼤
会」 、 共和国⽇本語教師
会 記念 国
⽴⼤学 共催 。�

◆回数 重 ⽇本語
⽇本 ⽇本⽂化 強 関

⼼ 持 ⼈々 増 嬉 思 。
開催担当国 教師 学習者 、中央
５ 国（ 、 、
、 ） 出場者 、各
国応援 ⽅々 会 機会

。�

◆出場者 、 �5名、 ４名、
３名、 -3名、

2名 、中央 ⼤会 初
対⾯ ⽅式 ⾏ 。�

◆舞台 上 、 観客 関係者 前
直接発表 ⼀番 、今回 、残念
、国境 閉鎖 、 問題

、 来 出場
者 、 発表 。�

◆弁論審査 、審査委員⻑ 駐 共和国⽇本
国特命全権⼤使合⽥秀樹⽒、審査員 、

、 ３ 国 2
名、合 7名 ⽅々 担当 。�

◆ 共和国⽇本語教師会 主催者 、
⽇本語教師会会⻑ ・

⽒ ⽇本⼈材開発 ⽇本
語講師 ・ ⽒、 ⽇本
語教師会会⻑ ・ ⽒

外国語⼤学⽇本語講師 ・
⽒、 国際協⼒機構（JICA） 共

和国事務所所⻑ 川本寛之⽒ ・ ・
⼤学国際関係学部准教授 ・

⽒ 審査 願 。�

◆ 、質問員 質問作成 ⼤会当⽇ 発表者
質問 、国際交流基⾦派遣 ⽇本語専⾨家

⽇本⼈材開発 ⻘⽊
⽒、 ⽇本⼈材開発 井⼿剛平⽒、

⽇本⼈材開発 坂下太⼀⽒ 担当
。審査員、質問員 皆様 ⼼ 感

謝申 上 。�

◆ 、印象的 発表 感動的 発表
。 発表 舞台 上

発表 、 提⾔ 、体験談
、⼼配 、 、将来 夢 、
多岐 、共通 点

。 交 素晴 発表 多
思 。�

◆中央 国 国内⽇本語弁論⼤会
開催 。上位⼊賞者 代表 中央
⼤会 出場 仕組 。�

◆国内⼤会 参加 、学習者 ⾃分 考
⺟語 学 ⽇本語 伝
経験 、視野 広 機会
。「中央 ⼤会」 参加 、出場者
⾃分 意⾒ 伝 広 、

中央 諸国 ⽇本語学習者 交流 、⽇本語
通 意⾒交換 本当 素晴 体験
思 。発表者、応援者、指導者、開催国 出

会 ⼈々 ⾃国 異 ⽂化、気候、⾵
⼟、⼈々 直 触

。�

◆中央 ⽇本語弁論⼤会 、
良 友⼈ 関係 続 、 、⽇
本語 通 ⼈々 ⽂化 交流 促進

願 。�

ヌスワリエワ・ジルディズ 

ビシケク国立大学 東洋国際関係学部 
日本語日本文学研究講座  講座主任�

�
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国際交流基金 日本語専門家 
キルギス共和国日本人材開発センター派遣 

坂下 太一 

◆今年度 中央 弁論⼤会 4 年
開催 。参加者 皆

素晴 発表者
、 演出、司会進⾏
素晴 。�

◆ 、弁論⼤会翌⽇ 「教師 成⻑」
、⽇本語教育 ⾏ 。教師

会会員 皆 、多 ⽇
本語教師 ⽅ 集 数年

。�

◆ 中 、 井⼿専⾨家
「教師 成⻑」 定義 話

、教師 成⻑ 決 、知識 増
教 ⽅ 上達

。新⼈教師、中堅教師、 教師、
⽴場 応 求 役割 違
、必要 資質 変化 。�

◆個⼈的 、今回 弁論⼤会
、準備 進 実⾏委員 先⽣

⽅ 、 教師会 ⽀ 存在 素晴
活躍 思 。�

◆他国 学⽣ 迎
50⼈分以上 滞在

探
先⽣、予算 少
、 準備

⼯夫 進 先⽣、
賞品

後援企業 交渉 先⽣、実
⾏委員 先⽣⼀⼈⼀⼈ 努⼒ 、今回
弁論⼤会 実施 思 。�

◆ 先⽣⽅ 、今回 経験 学校
内 得 貴重 経験

思 。�

◆私 基⾦専⾨家 、中央 ⽇本語弁
論⼤会 関 今回 最後 、
今後 弁論⼤会 、学⽣ 、「教師
成⻑」 場 思
。�

� �
＊� �＊� �＊� �＊� �＊� �＊� �＊� �＊� �＊� �＊� � �

�
 
 

第 26回中央アジア日本語弁論大会審査結果 
�
順位� ⽒� 名� 演� 題� 国�

1� ・ � 私 世界 変 乳⻭� 共和国�

2� ボティロフ ・サイディアフロル� 充電器� 共和国�

3� トゥルディホジャ ・マディナ� 親にたまっていた本⾳� 共和国�

4� ドゥワナエワ ・メーリム� ⼈⽣ ⾳楽� 共和国�

5� セイリベコワ ・グリチラ� 郷 ⼊ 郷 従 � 共和国�

6� ・マディヤール� ⼼ 繋 � 共和国�

�
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2023年中央アジア日本語教育セミナー 
アスランベック・クズ・グリザット 

セミナー担当�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

◆ 共和国⽇本語教師会
2023年 5⽉ 21⽇(⽇)、「2023
年中央 ⽇本語教育
」 開催 。開催
、 ⽇本⼈材開発
協⼒ 。�

◆毎年、中央 ⽇本語弁論⼤会 開 、
伴 ⽇本語教育 ⾏ 。本

対⾯式及 式 実施 。
、 、

⽇本語教師30名 対⾯ 参加 、
⽇本語教師1名 参加 。�
◆ 2部 分 、第 1部 各国（

上映） ⽇本語教
育事情報告 、第２部 、「教師 成⻑」

活動紹介 ⾏
。�

◆ ⽇本語専⾨家 井⼿剛平先⽣、
⽇本語専⾨家 ⻘⽊ 先⽣ 「教師

成⻑」 枠組 興味深 発表
、先⽣⽅ 発表 伺 、⾃分 ⽇本語教師
経験 振 返 。�

◆教師 仕事 本当 難 仕事 。教師 教
師 以来、⾃分 持 知識 教 ⼦
与 続 、⾃⾝ 教育 、成⻑

。教師 学習⽬標、 、
、教案、到達⽬標 様々 事 計画

。�

◆ 、他 教師 学習者 関係 ⼤
事 、毎⽇活動 。 、 諺
「Мугалим мѳмѳлүү дарак」(訳：教師 果樹
) 、教師 与 経験 知識 果物
⻑年⽣ 、 学習者 ⼼ ⼀部
。 教師 学習者 「 先⽣」
思 出 残 思 。�

◆続 、 ⾏ 、今回
「 差 激 対応 」 「忙
中 教師 成⻑ ？」 2

⾏ 。
先⽣ 参加

、2 実施 。
先⽣⽅ ⾃分 体験 基 、課題

解決 、意⾒交換
、 内容 ⾯⽩ 、

、⼤盛況 。�
◆ 、 最後 共和国⽇本語
教師会 ・ 会⻑
参加者全員 ⽇本語教育 受講証明書

授与 。�

◆最後 、中央 ⽇本語教育 準備、
実施 尽⼒ 国際交流基⾦⽇本
語専⾨家坂下先⽣（ 派遣）、 協⼒
井⼿剛平先⽣（ 派遣）、⻘⽊
先⽣（ 派遣）、実⾏委員 皆 、

参加 先⽣⽅ ⼼ 感謝申
上 。�
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中央アジ日本語弁論大会審査員を務めて 
スカトフ・アリシェル（カザフスタン日本人材開発センター講師） 

 
◆「第 26 回中央
⽇本語弁論⼤会」
審査員 務

、⼤変光栄 思
。

後 参加者
皆

直接 会

思 。�
6 位のマディアールとともに�
◆学⽣ 皆 、 若 関
、 多岐 、⼈
⽣全般 ⾝近 ⼈々 関 ⽅ 、⾃
分 指針 ⾒出 何 必要 、 考

。私 出場者 ⾝近 環境
社会全体 対 思 持 、�

何 対 明 積極的
感銘 受 。�

◆世界 変 、 ⾃分⾃⾝
変 、 思考 持 、
必 世界 周 環境 良 違 、

私 ⼀⼈ 対 重要
思 。�

◆弁論⼤会 翌⽇ ⾏ ⽇本語教育
勉強 。毎⽇忙 過

中 、私 教師 成⻑
、 中⼼ 様々 話

題 取 上 、 有意義
。�

◆ 共和国⽇本語教師会 皆 素
晴 運営 陰 、貴重 ⽂化交流

⼼ 感謝申 上 。�
♪� � 🎵� � � �♪� � 🎵� � � ♪� �🎵� � �

�

第 26回中央アジア日本語弁論大会のオンライン参加を通して 
ヌルゴゼリ・アマンゲルディエワ 

アザディ名称世界言語大学 東洋言語・文学部日本語専攻 主任�
�

◆今回、 共和国 開催 中央
弁論⼤会 、 ⼆⼈
代表学⽣ 参加 。

、 参加 準備
、 教師会 皆 御

礼申 上 。�
◆ 国内⼤会 代表 選
学⽣ 、直接 会場 発表

楽 。残念
、今年 参加 、

残念 思 。�
◆ 、⽇本語 学 学⽣
、中央 ⼤会 参加 、
有意義 。国内

評価 受 、中央 �

ジア⼤会 代表
、⼆⼈

学⽣ 、⾮常 貴重
経験 思
。�
◆ 、 、会場 多
⽅々 向 直接発表 、 ⼤
経験 。 、他 中央
各国代表 ⽇本語

、 経験
違 思 。�

◆ 気持 ⼤切 、来年 中央
⼤会 参加 楽
。�

◆ 。�
�
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�

タジク人にとって「幸運な」ビシュケク 
ジョディエフ・ジャホンギル 

タジキスタン国際外国語 大学東洋学部 日本語教師�
�
◆ 、主催者 皆様 感謝 意 表 思
。 、 最⾼

。�
◆私 ⼼ 、 、特 温
思 出 残 。 親切 、

思 皆 陰 、特
、中央 ⽇本語弁論⼤会 開催

、我々 代表者
⼤会 。�

◆ 代表 今 最⾼位 、
受賞 。2008年 ⼤会 学⽣
私 ４位⼊賞、2019年 私 学⽣
同 ４位 。 時 、運良 私 引
率教師 訪 。�
◆ 今回 、⾊々 理由 、我々
参加 形 、残念 、 学⽣
⼊賞 逃 。 、悔 思 。
次回 全⼒ 頑張 思 。

皆 陰 我々 距離
感 。�

◆会場
設置
、

皆
様⼦ 分

、特 発表者
声 聞

、映像
。

学⽣
満⾜ 、最後

結果 待 。�
◆次 ⽇ 教師 勉強 。
特

考 頂 ⼼ 感謝
。�

◆次回 、 参加
願 。������

すべてに感謝！ 
伊達 直紀 

  Japan Digital University（ウズベキスタン） 事務局員�
 
◆ Japan� Digital� University 伊
達直紀 。第26回中央 ⽇本語弁論⼤会 、
私 、最初 最後 忘 思 出

。�
◆到着 ⽇ 温 迎 実⾏委員
皆様。 ⾷ колобок、 美味

。何 何 。�
◆⼤会当⽇、丁寧 案内
学⽣ 皆 。短 時間 話 嬉

。 ⼤学 道中 、会場
、気 。�
◆最⾼ 披露 皆 。中央
⼤会 道 、⼤変 多

。⼼ 響
。�

◆審査 質問 携 先⽣⽅。翌⽇
勉強、勉強 連続 。本当

。�
◆ 披露
皆 。 ⽂化 触 、貴重 機会

。�
◆ ⽅々 知 合 、⾔葉
交 。 書
、⼤会 携 ⽅ 、 場 借
感謝 気持 伝 。

、中央 会 ⽇ 楽
。�

◆本当 。�

♪� � 🎵� � � �♪� � 🎵� � � ♪� �🎵� �  
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出場者の感想 ① 

２位入賞 ボティロフ・サイディアフロル 
    Japan Digital University 

� � � � � � � � � � � �

◆ 、⼤会 参加 際 尽⼒ 、 共和国⽇本語教師会 皆様 ⼼
感謝申 上 。 貴重 機会 与 、光栄 思 。�
◆弁論⼤会参加 ⾮常 充実 経験 。 訪 前 少々⼼配 、
温 迎 、参加者 皆 友好的 感謝 。困難 状況 直⾯

、思 出深 時間 過 。 、⼤学 国 異 学⽣ 交流
、⽇本語 ⽂化交流 通 新 縁 、⼤変喜 経験
。私 、⼤会 ⼊賞 、 ⽅々 交

何 ⼼ 残 。�
◆次 弁論⼤会 私 参加 、来年度 後輩 出場 、 時
経験 ⽣ 思 。�

◆提案 。次 ⽇本語弁論⼤会 多 学⽣ 互 経験
共有 素晴 機会 願 。 、 、参加者同⼠ 交流 促
進 交流 充実 。 、創意⼯夫
凝 、⼤会 参加者 魅⼒的 、環境
整 思 。 、私 貢献 頑張 。�
�

�
出場者の感想 ② 

  ３位入賞 トゥルディホジャ・マディナ 

        カザフスタン国際関係外国語大学  
◆ ⾏ 中央 ⽇本語弁論⼤会 、感動的 。
弁論⼤会 参加 私 ⼤ 、参加 。�
◆最初 、組織 ⾼ 主催者 驚 。⽇本語
⽇本⽂化 興味 共有 他 参加者 出会 、 刺激的 。�
◆他 参加者 選 様々 ⾯⽩ 。私 ⽇本語 学 他 ⼈
知 合 、意⾒ 交 興味 趣味 語 合 。私 ⽂化 ⺠族

国 異 地域 集 、⽇本 興味
愛 私 結 。�
◆今回 3位 ⼊賞 光栄 思 。 嬉

、 経験 、将来⾃分⾃⾝ 成⻑
与 。 、⽇本

語弁論⼤会 競 合 、⽇本語 学
、⽇本 ⽂化 興味 持 学⽣ 交流 、経験
共有

。�
�
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出場者の感想 ③ 

  特別賞   オラズバエフ・スルタン 

         カザフスタン日本人材開発センター 
 

◆2023 年 5⽉ 20⽇、第 26回中央 ⽇
本語弁論⼤会 会場 開催

。今年 私 弁論⼤会 参加 、「先
延 問題」 発表

。 、 ⽇本 協議会
特別賞 。�
◆中央 ⽇本語弁論⼤会 、全

。弁論⼤会 組織⼒ ⾼ 、
不安 違和感 全 。主

催者 皆 感謝 ！�
◆会場 何 ⾔ 雰囲気 満 、他 ⼈ 感動 。 、⼼
中 「 、私 同 素晴 ？」 不安 気持 。�
◆今年 優勝 代表 。悔 、本当 、 皆 強

。尊敬 。�
◆翌⽇ 、私 学⽣ 。 ⼀緒 乗 ・
到着 、 、 ⼈ 友達 。 景⾊
楽 町 戻 。�
◆今年 私 最後 弁論⼤会 、全⼒ 発表 楽 時間 過 満⾜ 。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
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過程と結果 
板倉 佑真（ビシケク国立大学 JICA ボランティア） 

「先⽣、 」�
第 26 回中央 ⽇本語弁論⼤会 終

、 学⽣ 私 ⾔ 。彼⼥
代表 出場 学⽣ 、今回 中

央 ⼤会 惜 ⼊賞 ⾄
。彼⼥ 、伝

想 強 、 聞
⾃分 弁論 努⼒

学⽣ 。�

彼⼥ ⼝ 出 「 」
⾔葉 、 真⾯⽬ 性格 出
、「先⽣ 練習 付 合

、結果 出 申 訳 」
意味 。�

、⼊賞 学⽣ 失敗
。 ⾃分 弁論 振 返

⼤切 、私 経験
素晴 伝 。�

弁論⼤会当⽇ 、伝
⽇本語 外国語 原稿 起 、
聞 ⼈ 伝 発
⾳、 何度 練習 、

質問 想定 �答 �

、「弁論⼤会 向 努⼒
」 経験 ⾃負 ⽇本語学習

物事 向 姿勢 良 。�

結果 ⾔ 。
⾃信 繋 結果

⼤切 。 ⼀教師 、結果
⾄ 過程 ⼤切 、

学⽣ ⼤切 思 。�

最後 、⼊賞 ⽅々 、今回 弁
論⼤会 出場 ⽅、出
弁論⼤会 向 努⼒ ⽅、 ⼈

努⼒ 健闘 ⼼ 拍⼿ 送 。�

♪� � 🎵� � � �♪� � 🎵� � � ♪� �🎵� � �
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キルギス共和国日本語教師会は、ビシケク国立大学との共催で 
「第 7 回キルギス日本学・日本語教育国際研究大会」を開催いたします 

▶ 開催日時：2023 年 8 月 19 日（土）～20 日（日） 
両日とも 10:00 開始（キルギス時間）・参加費：無料 
後援：在キルギス共和国日本国大使館・JICA キルギス共和国事務所 

▶ ハイブリッド開催（対面・オンライン併用） 
・対面会場：ビシケク国立大学本館2階 
・オンライン会場：Zoomリアルタイム配信 
＊参加登録者には招待リンクをお送りします 

▶ 参加申し込み締め切り：8月 17日 
参加登録：KAJLT HP をご参照ください 

▶ お問い合わせ：kyrgyzkenkyuutaikai@gmail.com 
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�
【人名・地名のカタカナ表記について】 

固有名詞のカタカナ（例えば「ビシケク」と「ビシュケク」など）は寄稿いただいた記事中の表記に従いました�
�
�
�
�
�
�
�
�
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キルギス共和国日本語教師会会報 第 68 号（2023 年 8月 4日発行） 
編集：キルギス共和国日本語教師会広報委員会《会報編集部》 

キルギス共和国日本語教師会事務局 E-mail: kajlt.jimukyoku@gmail.com 
賛助会事務局 E-mail: kyoshikai.sanjokai.jimukyoku@gmail.com 
会報バックナンバー https://www.evernote.com/pub/tm0y/kyrgyz_vestnik 
KAJLT HP  http://jlkyoushikai-kyrgyz.jimdo.com 
ウィキペディア https://ja.wikipedia.org/wiki/キルギス共和国日本語教師会 
Facebook  https://www.facebook.com/JLteachers.association.KR?ref=aymt_homepage_panel 
http://jlkyoushikai-kyrgyz.jimdo.com/紀要-キルギス日本語教育研究/バックナンバー/ 
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